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図2 ddPCRによる血漿中のp.hEPOベクター濃度の検出 
      

    生後8週齢のマイクロミニブタ（♂）に250ugのヒトエリスロポエチン発現 

    プラスミド（p.hEPO）を筋肉注射後、投与後15分、6時間、1日、2日、 

    3日、4日、5日、6日、7日、2週間、3週間後に血漿 約100ulに相当する 

    血漿由来のセルフリーDNA（cfDNA）を用いて残存するp.hEPOベクター 

    のコピー数をQX200 ddPCRにより絶対定量した。各タイムポイントでの 

    生データ（A）。 各タイムポイントでの血漿1ml換算中に残存する 

    p.hEPOベクターのコピー数（B）。3週間経過後も血漿1ml当り1000個 

    程度のp.hEPOプラスミドの検出が観られました。 

  今回の論文により、マイクロミニブタを用いたエリスロポエチンの遺伝子ドーピング検出モデル系を確立するとともに、生体

内中でのドーピングされた外来遺伝子の動態についての詳細な知見を長期にわたって得ることが出来ました。今回の知見
を元に、競走馬とマイクロミニブタの体重比較による換算値を用いることで、更に競走馬でのエリスロポエチン遺伝子ドーピ
ング検出系樹立ができる事が期待されます。 

※ 本資料作成に当たり、公益財団法人競走馬理化学研究所 遺伝子分析部の戸崎 晃明 先生よりデータをご提供頂いております。 
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